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１．流域治水プロジェクトについて

①鬼怒川の堤防決壊による浸水被害

（茨城県常総市）

③小本川の氾濫による浸水被害

（岩手県岩泉町）

平成28年8月台風10号 平成29年7月九州北部豪雨

④桂川における浸水被害

（福岡県朝倉市）

7月豪雨

⑤小田川における浸水被害

（岡山県倉敷市）

台風第21号

⑥神戸港六甲アイランドにおける浸水被害

（兵庫県神戸市）

北海道胆振東部地震

⑦土砂災害の状況

（北海道勇払郡厚真町）

8月前線に伴う大雨

⑧六角川周辺における浸水被害状況

（佐賀県大町町）

平成27年9月関東・東北豪雨

②土砂災害の状況

（熊本県南阿蘇村）

⑨電柱・倒木倒壊の状況

(千葉県鴨川市)

房総半島台風

③

⑦

⑤⑥⑧④
②

東日本台風

⑩千曲川における浸水被害状況

(長野県長野市)

⑩①
⑨

令
和
元
年

平成平
成
30
年

平成

～

年

平成28年熊本地震

平
成
27
～
29
年

令和２年度も「令和２年７月豪雨」により九州地方の球磨川水系などで甚大な被害が発生 2



１．流域治水プロジェクトについて
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１．流域治水プロジェクトについて

課題

対応

集水域
都道府県・市町村、

企業、住民

河川

利水者
氾濫域

国・都道府県・市町村、
企業、住民

氾濫を防ぐための対策
～ハザードへの対応～

被害対象を減少させるための対策
～暴露への対応～

被害の軽減・早期復旧・復興のための対策
～脆弱性への対応～

（氾濫水を早く排除する）
排水門の整備、排水ポンプの設置
⇒ 市町村等

（避難態勢を強化する）

ICTを活用した河川情報の充実

浸水想定等の空白地帯の解消
⇒ 国・都道府県・市町村・企業

（被害範囲を減らす）
土地利用規制、高台まちづく り
⇒ 国・都道府県・市町村、企業、住民

（早期復旧・復興に備える）

BCPの策定、水災害保険の活用
⇒ 市町村、企業、住民

二線堤等の整備
⇒ 市町村

（支援体制を充実する）

TEC-FORCEの体制強化
⇒ 国・企業

（安全に流す）

河床掘削、引堤、放水路、砂防堰堤、遊砂地、

雨水排水施設等の整備
⇒ 国・都道府県・市町村

（ためる）※

雨水貯留施設の整備、
田んぼやため池等の高度利用
⇒ 都道府県・市町村、企業、住民

ダ ム、遊水地等の整備・活用
⇒ 国・都道府県・市町村、利水者

（しみこませる）※

雨水浸透施設（浸透ます等）の整備
⇒ 都道府県・市町村、企業、住民

（被害を軽減する）
建築規制・建築構造の工夫
⇒ 市町村、企業、住民

（氾濫水を減らす）

堤防強化等

⇒ 国・都道府県

河川での対策 集水域での対策 氾濫域での対策
凡例

国・都道府県・市町村
、

（移転する）
リスクが高いエリアからの移転促進
⇒ 市町村、企業、住民

※グリーンインフラ関係施策と 併せて推進

気候変動による水災害リスクの増大に備えるためには、これまでの河川管理者等の取組だけでなく、集
水域から氾濫域にわたる流域に関わる関係者が、主体的に取組む社会を構築する必要がある。

◆河川・下水道管理者等による治水に加え、あらゆる関係者（国・都道府県・市町村・企業・住民等）により流域
全体で行う治水「流域治水」へ転換することによって、施策や手段を充実し、それらを適切に組合せ、加速化させ
ることによって効率的・効果的な安全度向上を実現する。
◆併せて、自然環境が有する多様な機能を活用したグリーンインフラを、官民連携・分野横断により推進し、雨水
の貯留・浸透を図る。
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１．流域治水プロジェクトについて
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１．流域治水プロジェクトについて

出典：常陸河川国道事務所HP
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１．流域治水プロジェクトについて

出典：常陸河川国道事務所HP

主な取組メニュー 主な取組項目 対策メニュー 実施主体 直ちに検討、必要な対策を調整のうえ実施 短期的に検討、必要な対策を調整のうえ実施 継続して検討、必要な対策を調整のうえ実施

河道の流下能力の向上

被災施設の迅速な復旧 堤防、護岸の被災施設の復旧 国、県

洪水が円滑に流れやすい河道整備
の推進

河道内の土砂掘削・樹木伐採による水位低減 国、県

堤防整備（掘削土を活用） 国、県

施設規模を上回る洪水に対する取

組
堤防裏法尻の補強 国、県

既存施設を活用した洪水被害軽減

策
樋管等の遠隔操作化及び緊急閉鎖対策 国

河道・管理施設の適切な維持管理

堤防や堰、水門等の適切な維持管理 国、県

河道内の堆積土砂の撤去、樹木・ヨシ等の植生管理 国、県

遊水・貯留機能の確保・向上

霞堤等の洪水調節施設の整備

地形や現状の土地利用等を考慮した霞堤の整備 国

現存する霞堤の保全・有効活用 国、県

既存ダ ム の 洪水調節機能の強化 既存ダ ム の 洪水調節機能の強化 国、県

流出抑制対策 各戸貯留浸透施設の費用補助 市町村

土地利用・住まい方の工夫

まちづくりによる水害に強い地域へ の

誘導

都市計画マスタープランや立地適正化計画による水害に強

い地域への誘導
市町村

住まい方の誘導による水害に強い
地域づくりの推進

浸水が想定される区域の土地利用制限 市町村

家屋移転、住宅の嵩上げ、輪中堤整備、高台整備、高台移

転等
国、県、市町村

不動産関係団体への水害リスク情
報の提供と周知協力の推進

不動産関係者へのリスク情報の提供 国、県、市町村

①多重防御治水の推進（関東流治水システムの踏襲） 概ね５年

久慈川緊急治水対策プロジェ クト 一覧表

～地域が連携し、多重防御治水により 、社会経済被害の最小化を目指す～

概ね１年
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１．流域治水プロジェクトについて

出典：常陸河川国道事務所HP

主な取組メニュー 主な取組項目 対策メニュー 実施主体 直ちに検討、必要な対策を調整のうえ実施 短期的に検討、必要な対策を調整のうえ実施 継続して検討、必要な対策を調整のうえ実施

重要度に応じた情報の伝達

方法の選択及び防災情報の
共有化のための取組

自治体との光ケーブル接続 確実な情報共有のための光ケーブル接続及びシステム構
築

国、県、市町村

越水・決壊を検知する機器の開発・

整備
越水・決壊を検知する機器の開発・整備 国

危機管理型水位計、簡易型河川監
視カメラの設置

危機管理型水位計の設置 国、県

簡易型河川監視カメラの設置 国、県

ダ ム 操作状況の情報発信 ダ ム 操作状況の分かりやすい情報発信 県

関係機関が連携した水害に
対する事前準備のための取
組

台風第１９号の課題を受けたタイム

ラインの改善
活用実績からの課題抽出及び改善 国、県、市町村

講習会等によるマイ・タイムライン普及

促進
マイ・タイムラインづくりの支援 国、県、市町村

洪水浸水想定区域図の作成促進
等による浸水リスク情報の周知

水位周知河川の拡大 県

洪水浸水想定区域図等の作成 県

ハザードマップ策定 市町村

住民への周知 市町村

水害リスクラインによる水位情報の 提

供
水害リスクライン公表 国

防災メール、防災行政無線等を活

用した情報発信の強化
防災メール、防災行政無線等を通じた災害情報の発信 市町村

水害記録の伝承 パネル展の開催広報を活用した周知、イベントを活用した周知 国、県、市町村

地域住民や小・中学校生等を対象

にした防災教育の推進
出前講座による防災教育の実施 国、県、市町村

要配慮者利用施設の避難確保計

画作成の促進

避難確保計画作成講習会開催

避難訓練実施支援
国、県、市町村

緊急排水作業の準備計画策定と訓

練実施

緊急排水作業の準備計画策定

排水ポンプ車配備訓練実施
国

水防活動の拠点や資材等の確保 河川防災ステーション等の整備、必要な資機材等の確保、堤

防天端道路の改良、水防倉庫の見直し等
国、県、市町村

②減災に向けた更なる取組の推進 概ね５年

久慈川緊急治水対策プロジェクト 一覧表
～地域が連携し、多重防御治水によ り 、社会経済被害の最小化を目指す～

概ね１年
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２．北川流域における取組み及び事例（河川対策）

○北川は急峻な地形特性から洪水の度に被災が多く、過去から梅雨前線や台風によ
る水害が多く発生しています。

○治水機能確保のための河道掘削だけでなく、掘削土砂を利用して大規模氾濫に備
えた水防拠点整備を実施することで、治水安全度の向上と危機管理機能の向上に
寄与します。

9



２．北川流域における取組み及び事例（河川対策）

○北川水系における「国管理河川」について、河川整備計画に位置付けた“治水対
策”を計画的に実施しています。

○これらの対策を流域平面図にプロットし、流域治水プロジェクトのハード対策として検
討していきます。

10

国管理河川の治
水対策のみプロッ
トした状態



２．北川流域における取組み及び事例（河川対策）

11

○また、北川水系における「県管理河川」についても、各河川整備計画に位置付けた
“治水対策”を計画的に実施しています。

○国管理河川の治水対策をプロットした流域平面図に、これらの対策を追加して流域
全体のハード対策として検討していきます。

国管理河川と県管
理河川の治水対策
をプロットした状態
（必要に応じて詳
細図も作成）

県管理河川の治
水対策についても
“見える化”します



２．北川流域における取組み及び事例（ソフト対策）

○洪水予報河川である北川では、緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配
信を運用しています。

○氾濫危険情報（警戒レベル４・警戒レベル５）の発表と同時に、該当する市町内の携
帯電話やスマートフォンへ適切な防災行動を促す内容を配信します。

氾濫危険情報【警戒レベル４】
河川氾濫のおそれがあるとき

氾濫危険情報【警戒レベル５】

河川氾濫が発生したとき

【件名】氾濫のおそれ 【件名】氾濫発生 ※決壊の場合 【件名】氾濫発生 ※越水の場合

警戒レベル４相当 警戒レベル５相当 警戒レベル５相当

北川で氾濫のおそれ 北川で氾濫が発生 北川で氾濫が発生

高塚（小浜市）付近で河川の水位が上昇、
氾濫が発生する危険があります。

〇〇市〇〇地先（〇〇側）で堤防が壊れ、
河川の水が住宅地などに押し寄せています。

〇〇市〇〇地先（〇〇側）付近で河川の水が堤
防を越えて住宅地などに押し寄せています。

自治体からの情報を確認し、安全確保を図る

など速やかに適切な防災行動をとってください。今
後、氾濫が発生すると、避難が困難になります。

命を守るための適切な防災行動をとってください。 命を守るための適切な防災行動をとってください。
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２．北川流域における取組み及び事例（ソフト対策）

13

○迅速な住民避難につながる情報の充実を図るため、水位計及び河川監視カメラを
追加配備しています。

簡易型河川監視カメラ カメラ画像

令和２年度、県の水位計(危機管理型)を８箇所追加

県水位計 １０１⇒１０９（従来型８３、危機管理型２６） 県カメラ ４４⇒５６（従来型２５、簡易型３１）

令和２年度、県の河川監視カメラ(簡易型)を１２箇所追加

県管理河川数 河川名

洪水浸水
想定区域図

洪水予報河川
（全５河川）

・竹田川・日野川・足羽川・笙の川・南川
（日野川と足羽川は、一部水位周知区間を含みます）

水位周知河川
（全１６河川）

・九頭竜川・兵庫川・荒川・江端川・浅水川・鞍谷川・天王川
・吉野瀬川・赤根川・清滝川・耳川・鰣川・遠敷川・佐分利川
・関屋川・井の口川

水害リスク図
その他河川
（全１７０河川）

・田島川・木瓜川・大蓮寺川・狐川・犀川・和田川・越智川
・服部川・水海川・清水川・木の芽川・野木川・子生川 など

全１９１河川

水害リスク図（狐川）

○大規模水害が発生した際に速やかに避難できるよう、県が管理する全ての河川に
おいて『水害リスク図』を作成しています。



２．北川流域における取組み及び事例（ソフト対策）

○想定最大規模の洪水ハザードマップへの更新作業が進んでいます。
○災害時要配慮者利用施設における避難確保計画作成の支援を進めています。

14



２．北川流域における取組み及び事例（流域対策）

○流域対策の具体については、下表のように主に「流出抑制」や「保水機能向上」のほ
か「土地利用」のように様々な対策項目が考えられます。

○各地域の実情に応じて流域対策の検討を進めていきます。

15



２．北川流域における取組み及び事例（流域対策）

○例えば、広大な福井平野の特徴を活かした“田んぼダム”の整備事例もあります。

16



２．北川流域における取組み及び事例（流域対策）

○例えば、河川堤防の整備において、河川特性を踏まえ「連続堤」でなく「霞堤」を採用
した整備事例があります。

北川における霞堤の状況と効果

霞堤位置図

17



２．北川流域における取組み及び事例（流域対策）

○例えば、浸水が想定される地形特性を踏まえて、土地利用制限により安全を確保す
る“災害危険区域”を指定することで、建築を規制をした取組事例があります。

18



３．本協議会における流域治水プロジェクトの実施フロー

③国・県・市町における「減災対策」の確認
・大規模氾濫減災協議会の取組方針に位置付けた減災対策等を位置付け
⇒北川水系で計画されている「河川対策」と「減災対策」の
全体像を見える化

④国・県・市町における「流域対策」の確認
・各機関が実施している流域対策を踏まえ拡充を検討のうえ位置付け
⇒北川水系で計画されている「河川対策」と「ソフト対策」と「流域対策」の
全体像を見える化

②県管理河川における「治水対策」の確認
・河川整備計画に位置付けた河川改修等を位置付け
⇒北川水系で計画されている「河川対策」の全体像を見える化

北川水系で計画されている「河川対策」と「ソフト対策」と
「流域対策」の全体像として【北川流域プロジェクト】が完成し、
これを基に【防災・減災対策の取組方針】を策定 19

①国管理河川における「治水対策」の確認（再掲）
・河川整備計画に位置付けた河川改修等を位置付け
⇒北川水系で計画されている「河川対策」の全体像を見える化



３．本協議会における流域治水プロジェクトの実施スケジュール

第２回 北川流域治水協議会

第３回 北川流域治水協議会

流域治水プロジェクト公表

本日

９月頃

３月頃

４月以降 第４回～北川流域治水協議会

第１回 北川流域治水協議会

３月頃

県管理河川域

○プロジェクトの実施状況フォローアップ

※今後の検討状況等により、変更となる場合があります。

○流域治水プロジェクト(国管理
河川)｢河川対策｣【素案】

国管理河川域
○流域治水協議会の設立

○流域治水プロジェクト(県管理
河川)｢河川対策｣【素案】

○流域治水プロジェクト｢ソフト対策｣【素案】
○流域治水プロジェクト｢流域対策｣【素案】

○今後の進め方の確認

○流域治水プロジェクト【案】
○防災・減災対策の取組方針【案】
○プロジェクトの運用確認

○流域治水プロジェクト 公表
○防災・減災対策の取組方針公表

○流域治水プロジェクト【素案】の検討

北川流域
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